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令和６年１月３１日   

 

令和６年能登半島地震 上下水道料金災害減免申請書 

   

射水市長 殿              

≪申請者≫ 

                     住 所                   

氏 名                   

電話番号                   

 

 次のとおり、令和６年能登半島地震による被害があり、令和６年２月分の使用水量が増加しま

したので、次の水栓の水道料金等減免を申請します。 

 

１．対象水栓 ※申請者と同じ場合「同上」と記入願います。 

【お客様番号： 0046627-02 】※検針票等に記載されています 

水栓所在地 
(使用場所の住所) 

 同上 

使用者名 
(上下水道契約名義) 

 同上 

 

２．申請理由 ※該当する番号を〇で囲み、必要事項を記入願います。 

① 地震による漏水修繕 

修繕日  令和６年１月２６日 

修繕業者  株式会社〇〇設備 個人修繕 など 

漏水状況 

原因及び修繕概要 

 

 

 

 

修繕後のメーター指示数： 0532（不明の場合は未確認と記入） 

◆  添付を要する書類 請求書又は領収書の写し、現場写真 

 

② 漏水以外の水量増 

原因  濁り  清掃  その他（断水宅への支援） 

概要 

 

◆ 添付を要する書類 現場写真 

 

裏面（又は次ページ）も確認し、必要事項を記入願います。 

                原則Ａ４両面印刷（片面印刷及びＡ３･２ＵＰ印刷可） 

個人修繕の場合は部品購入レシートなど 現場写真は修繕後写真のみでも可 

記入例 

射水市新開発 410 番地 1 

射水 太郎 

0766-51-6600 

例１：埋設管路の継手破損による漏水 継手交換による修繕 

例２：給湯器破損による漏水 給湯器の交換による修繕 

例３：受水槽ボールタップ破損による漏水 部品交換による修繕 

例：近所に断水地区があったため、自宅水道を解放したため 

濁り例：濁りがあったため、1/1〇時頃から約〇時間放水した。 

清掃例：液状化による敷地内泥等の清掃に使用した。 

水道使用者以外の方が申請者となることが

可能ですが、提出時には使用者とのご関係

を確認させていただくことがあります。 

減免対象水栓の所在地及び名義は検針票

等で間違いのないよう確認願います。 

 現場写真は修繕後写真のみでも可 
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③ 地震による使用中止（閉栓） 

  ※屋内漏水がある場合のみ対象    

閉栓日  令和６年１月２６日 

閉栓理由 

家屋倒壊   給排水設備の不備   その他（下段に理由記入） 

 

 

 

 

再開見込 有             無 

◆ 誓約欄に署名をお願いします。 ※署名は申請者又は使用者に限る。 

誓約

事項 

再開する前に修繕するよう努めます。未修繕の状態で再開する場合の料金に

ついては自己負担とすることを誓約します。 

署名 

 

個人の場合：射水 太郎（直筆でお願いします。） 

法人の場合：株式会社〇〇 代表取締役 〇〇 〇〇 ㊞ 

 
※ 法人の場合は、法人名、代表者肩書及び代表者名の記入並びに代表者印を押印 

◆ 添付を要する書類 現場写真 

 

３．減免料金を還付する場合の口座 

 料金収納後に申請された場合には、減免額を ①次回料金に充当する。 ②指定口座に還付する。

 のいずれかを選択いただきますので、次の事項を記入願います。 

 

・収納後の料金の返還方法（どちらかに〇をつけてください。） 

①充当              ②還付 

 

・指定口座（上記で「②還付」を選択した場合に記入願います。） 

金融機関  銀行・金庫・農協 本店・支店  

口座種別 普 通  ・  当 座 

口座番号 1234567 

 フリガナ イミズ タロウ 

口座名義 射水 太郎 

 ※指定口座は、預金(貯金)通帳を参照し、正確にご記入願います。 

 

■当該減免については、令和６年能登半島地震による特例対応であり、地震発生前からの屋内漏

水等は対象外となります。 

例１：漏水箇所不明のため当面の間、親戚宅へ転居するため。 

例２：家屋倒壊のため、今後居住見込がないため。 

例３：給湯器交換に相当期間を要するため。 

未定は余白に

未定と記入 
未定 

 現場写真は漏水状況や家屋、設備の現状 

 〇〇  〇〇 

少額還付の場合には充当を

お願いする場合があります。 


